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第１章 計画策定にあたって 

 

１．計画策定の背景 

国においては、昭和３６年に制定しましたスポーツ振興法に基づき、スポーツ施策を推進

してきましたが、時代の経過とともに、少子高齢化や情報化の進展、地域社会の空洞化や

人間関係の希薄化が進んだほか、グローバル化に伴い国際的な協力・交流が活発になる一

方、国際競争力も激化するなど、国を取り巻く社会環境や価値観は急激に変化してきまし

た。 

そうした中で、スポーツは多くの人々の健康及び体力の保持増進、スポーツイベント等に

おける交流を通じた地域の一体感の醸成等の役割を担ってきました。 

また、平成２３年３月１１日には、東日本大震災が発生し、多くの人命が奪われるととも

に、日常生活にも大きな被害をもたらしましたが、被災地では、スポーツによる被災者や

避難者を元気づける取組など、状況や社会を変えることができるスポーツの持つ大きな力

を示すことになりました。 

 

このように、スポーツを巡る状況は大きく変わり、スポーツの価値や社会的役割の重要性

が高まってきました。こうした状況を踏まえ、国においてはスポーツの推進のため、平成

２３年６月にスポーツ振興法を５０年ぶりに全部改正し、新たにスポーツ基本法（平成 23

年法律第 78 号）を制定しました。そして、この基本法に基づき、スポーツが果たす役割の

重要性を踏まえ、「スポーツを通じてすべての人々が幸福で豊かな生活を営むことができる

社会」の創出を目指すために、平成２４年３月にスポーツ基本計画を定めました。 

 

市においても国と同じく、人口減少や少子高齢化の急速な進行にともない、競技者や指導

者の不足等を原因とするスポーツ活動の縮小や、地方税収の減少と社会保障費の増加によ

る財政状況の悪化、また、高度情報化の進展にともなうライフスタイルの変化といった社

会的な要因により、地域社会の人間関係の希薄化等の様々な課題が見られるようになりま

した。  

その一方で、１９６４年の東京大会以来、５６年ぶりに夏季オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会が２０２０年に東京で開催されることが決定し、全国的にスポーツに対する機

運が高まるなかで、今後、市民のスポーツへの興味や関心が深まっていくことが期待され

ています。 
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２．計画の趣旨 

市においては、平成２４年３月に第六次鳴門市総合計画（計画期間 平成 24 年度～平成 33

年度）を策定し、「生きがいあふれるまち なると」の政策の中において、「生涯スポーツ

の振興」を重点施策と位置づけ、 

① スポーツ施設の整備 

② スポーツ活動の推進 

を基本事業として取り組んでいます。 

スポーツは、身体を動かすという人間が生まれながらにして持つ欲求に応え、精神的充足

や楽しさ、喜びをもたらすという内在的な価値と、青少年の健全育成や、地域社会の再生、

心身の健康の保持増進、社会・経済の活力の創造などの市民生活において多面に渡る役割

を担っています。 

市としては、スポーツが社会の大きな変化の中で、市民のニーズに対応し、地域社会の課

題解決を図っていくことが期待されていることから、スポーツの価値や社会的役割の重要

性に鑑み、これまでの取組を十分に踏まえた新たなスポーツ施策に取り組んでいくために、

市のスポーツに関する基本となる「鳴門市スポーツ推進計画」を策定します。 

 

３．スポーツの定義 

本計画では、スポーツを「余暇活動として行われるスポーツ、レクリエーション」として

幅広く捉えています。これには、オリンピック・パラリンピックや国体・全国障害者スポ

ーツ大会等の競技種目だけではなく、アウトドアスポーツやマリンスポーツ、ウォーキン

グ、散歩、ラジオ体操等の健康づくりのための運動、なわとび、鬼ごっこ、公園遊具等によ

る子供の運動遊び、釣り、海水浴、キャンプ等の余暇活動が含まれます。 
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第２章 鳴門市のスポーツの現状   

１．スポーツライフに関する実態調査結果 

市民のスポーツ実施状況やニーズを把握し、全国調査との比較等の視点から、市が実施

する施策や事業のあり方を検討するため、市民を対象に平成２４年１２月から平成２５年

１月までの期間に実施したアンケート調査結果を以下に抜粋しました。 

 

＜主な調査結果 成人＞ 

(1) 成人の運動・スポーツの実施頻度 

今回、市の成人男性の運動・スポーツの実施頻度については（44.6％）、内閣府「体力・

スポーツに関する世論調査」(2009)の全国調査とほぼ同様の実施率でしたが、成人女性に

ついては（30.6％）、週１日以上の定期的な運動・スポーツ実施率が全国調査と比べて低

い上に、過去１年間に運動・スポーツをしなかった方(非実施者：28.9％)の割合も高くな

っています。 

 

 

 

図 2-1  過去 1年間の運動・スポーツの実施頻度 

（調査結果の詳細は、資料編を参照） 
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鳴門市成人女性(n=121)

週1日以上 年1日以上週1日未満 運動・スポーツをしなかった
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(2) 実施している運動・スポーツ種目  

過去１年間に１回以上実施した運動・スポーツの種目を示しました。成人男性は、一般

的に実施率の高い歩行系（散歩・ウォーキング・ハイキング等）や体操系（軽い体操、筋

力トレーニング）の実施が多くなっています。また、成人女性も成人男性と同じような傾

向にあり、ともに笹川スポーツ財団の全国調査（以下「全国調査」という。）とほぼ同様

の結果となっています。 

全国調査に比べて市で人気(実施率)の高い種目として、男性では「釣り」、女性では「卓

球」があげられます。 

 

表 2-1 過去１年間に行った運動・スポーツ種目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査結果の詳細は、資料編を参照） 

 

(3) 今後行いたい運動・スポーツ種目 

現在行っているものを含めて、今後行いたい運動・スポーツの種目をみると、成人男性、

成人女性ともに全国調査とほぼ同様の結果となっています。全国調査に比べて市で実施希

望者の多い種目として、男性では「水泳」、女性では「卓球」があげられます。 

（調査結果の詳細は、資料編を参照） 

  

（表 2-2 削除） 

 

 

 

 

 

 

鳴門市成人男性(2012) (％) (ｎ） 順位 鳴門市成人女性(2012) (％) (ｎ）

1 散歩(ぶらぶら歩き) 47.7 31 1 散歩(ぶらぶら歩き) 44.6 54

2 ウォーキング 33.8 22 2 ウォーキング 29.8 36

3 釣り 23.1 15 3 体操(軽い体操、ラジオ体操など) 23.1 28

4 体操(軽い体操、ラジオ体操など) 20.0 13 4 ボウリング 11.6 14

5 筋力トレーニング 18.5 12 5 水泳 8.3 10

6 ジョギング･ランニング 15.4 10 筋力トレーニング 6.6 8

ゴルフ(コース) 13.8 9 卓球 6.6 8

ゴルフ(練習場) 13.8 9 8 バドミントン 5.8 7

登山 10.8 7 サイクリング 5.0 6

ボウリング 10.8 7 ソフトテニス(軟式テニス) 5.0 6

水泳 9.2 6 なわとび 5.0 6

ハイキング 9.2 6 海水浴 4.1 5

海水浴 7.7 5 釣り 4.1 5

キャッチボール 7.7 5 登山 4.1 5

サイクリング 7.7 5 バレーボール 4.1 5

6

7

9
9

11

12
13
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＜主な調査結果 青少年＞ 

(1) 過去 1年間の運動・スポーツの実施頻度 

過去１年間に行った運動・スポーツの実施頻度を、表3-1の実施頻度群に分類しました。

全国調査と比べると、市の高校生は過去１年間に運動・スポーツをしなかった非実施者の

割合が高くなっています。市の小学生、中学生についても、非実施者の割合がやや高いも

のの、いずれの実施頻度群についても同様の傾向がみられます。 

 

表 3-1 運動・スポーツ実施頻度群 

実施頻度群 基準 

非実施群 非実施(0 回/年) 

低頻度群 年 1 回以上週 3 回未満(1～155 回/年) 

中頻度群 週 3 回以上週 7 回未満(156～363 回/年) 

高頻度群 週 7 回以上(364 回以上/年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 過去 1年間の運動・スポーツの実施頻度 

（調査結果の詳細は、資料編を参照） 
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鳴門市の中学生
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鳴門市の高校生
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非実施者 低頻度群 中頻度群 高頻度群
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(2) 実施している運動・スポーツ種目 

過去１年間に１回以上実施した運動・スポーツの種目をみると、小学校４～６年生、中

学生、高校生いずれも全国調査とほぼ同様の結果となっており、市で人気(実施率)の高い

種目として、中学生と高校生の「ウォーキング」があげられます。一方、全国の小学校４

～６年生では、第３位に「水泳」が入っているものの、市の小学校４～６年生では、上位

10 種目には含まれず、実施率が低いことが分かります。市内にスイミングスクールがな

いことが影響している可能性もあります。 

 

 

表 3-2 過去１年間に行った運動・スポーツ種目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査結果の詳細は、資料編を参照） 

 

(3) 今後行いたい運動・スポーツ種目 

現在行っているものを含めて、今後行いたい運動・スポーツの種目をみると、小学校４

～６年生、中学生、高校生いずれも全国調査とほぼ同様の結果となっています。 

 

（表 3-3 削除） 

（調査結果の詳細は、資料編を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 小学校4～6年生(n=326) (％) (ｎ） 順位 中学生(n=278) (％) (ｎ） 順位 高校生(n=222) (％) (ｎ）

なわとび(長なわとびを含む) 77.3 252 1 ジョギング・ランニング 40.3 112 1 ウォーキング 26.1 58

おにごっこ 77.3 252 2 筋力トレーニング 32.0 89 2 ジョギング・ランニング 23.4 52

3 ドッジボール 73.0 238 3 ウォーキング 29.5 82 バスケットボール 18.0 40

4 ぶらんこ 67.8 221 4 なわとび(長なわとびを含む) 28.1 78 バドミントン 18.0 40

5 かくれんぼ 56.4 184 5 バスケットボール 27.7 77 筋力トレーニング 18.0 40

6 サッカー 54.0 176 6 おにごっこ 27.3 76 6 サッカー 16.2 36

7 鉄棒 50.6 165 7 卓球 24.1 67 7 卓球 14.0 31

8 自転車あそび 50.3 164 8 サッカー 21.9 61 野球 11.7 26

9 キャッチボール 43.6 142 キャッチボール 19.8 55 キャッチボール 11.7 26

10 かけっこ 41.4 135 ドッジボール 19.8 55 バレーボール 10.8 24

ボウリング 10.8 24

8

9

10

3

鳴門市の公立小中高生（2013）

1
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２．スポーツ関連組織 

市のスポーツを推進していくために、重要な役割を担うスポーツ関連組織として４つの組

織があります。 

 

(1) 体育協会 

体育協会は、市における体育振興や、市民の心身の健全な発達に寄与することを目的に活

動しており、以下の加盟団体から構成されています。 

【体育協会加盟団体一覧表】 

陸上競技協会 水泳協会 剣道協会 柔道協会 相撲連盟 

バレーボール協

会 

バスケットボー

ル協会 
軟式野球連盟 卓球協会 中学校体育連盟 

小学校体育連盟 体操協会 
ソフトボール協

会 
サッカー協会 

ソフトテニス協

会 

弓道協会 
アーチェリー協

会 
スポーツ少年団 

バドミントン協

会 
なぎなた連盟 

ラグビーフット

ボール協会 
空手道協会 

ファミリーバド

ミントン協会 

ソフトバレーボ

ール連盟 

グラウンドゴル

フ協会 

 

(2) スポーツ少年団 

スポーツ少年団は、スポーツによる子供や青少年の健全育成を目的に活動しており、約２

割の小学生が加入しています。 

【スポーツ少年団登録一覧表】 

年度 単位団数 
登録人数 

実施種目 
指導者 団員 

２４ ３７ １４９ ６２９ 
サッカー 野 球 

バレーボール ミニバスケット 

２５ ３８ １３９ ５８２ 
陸 上 剣 道 

卓 球 少林寺拳法 

 

(3) 総合型地域スポーツクラブ 

総合型地域スポーツクラブとは、地域住民が主体的に運営を行い、住民の誰もが、性別、

年齢、障害の有無にかかわらず参加できるスポーツクラブのことです。 

市内には、一般社団法人ＮＩＣＥ（ナイス）とＮＡＲＵＴＯ総合型地域スポーツクラブ設

立準備委員会の２組織があります。 

 

(4) スポーツ推進委員会 

スポーツ推進委員は、スポーツを推進するためにスポーツ基本法第３２条第２項に基づい

て任命される非常勤の職員（任期２年）で、各小学校区及び事務局から推薦された２５名

の方がいます。 
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３．施設の概要 

(1) 社会体育施設 

市内には以下の機能を有する社会体育施設がありますが、鳴門市市民会館（昭和３６年建

設）や鳴門勤労者体育センター（昭和５５年建設）は、施設の老朽化が進行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施設の詳細は、資料編を参照） 

(2) 学校体育施設 

市内には小学校が１６校、中学校が５校あります。そのうち地域住民を対象に学校施設開

放を行っているのは、全ての小学校と第一中学校を除く４つの中学校となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施設の詳細は、資料編を参照） 

●：開放施設

体育館 グラウンド アリーナ 武道場
トレーニング
ルーム

庭球場 野球場 サッカー場
多目的・

イベント広場
その他

1 鳴門市民会館 昭和36年 市立 有料 ●

2 鳴門市鳴南運動場 昭和48年 〃 無料 ●

3 鳴門市桑島テニス場 昭和53年 〃 〃 ●

4 鳴門勤労者体育センター 昭和55年 〃 有料 ●

5 鳴門市剣道場 昭和55年 〃 無料 ●

6 鳴門市大谷運動場 昭和57年 〃 〃 ●

7 鳴門市相撲場 昭和63年 〃 〃 ●

8 鳴門市桑島サッカー場 平成7年 〃 〃 ●

9 鳴門市体操場 平成8年 〃 有料 ●

10 鳴門市アーチェリー場 平成8年 〃 無料 ●

11 鳴門市総合運動場 平成10年 〃 有料 ● ● ●

12 徳島県鳴門・大塚スポーツパーク 昭和46年 県立 〃 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

13 鳴門ウチノ海総合公園 平成15年 〃 無料 ● ● ●

No. 利用料

社
会
体
育
施
設

設備

区分 施設名 設立 設置

●：開放施設、○：開放施設であるが、利用実績なし、△：施設はあるが、開放なし

体育館 グラウンド 武道場 屋外プール

1 撫養小学校 ● ● △

2 黒崎小学校 ● ● △

3 桑島小学校 ● ● △

4 第一小学校 ● ● △

5 大津西小学校 ● ● △

6 林崎小学校 ● ● △

7 里浦小学校 ● ● △

8 鳴門東小学校 ● ● △

9 鳴門西小学校 ● ● △

10 明神小学校 ● ● △

11 瀬戸小学校 ● ● △

12 北灘東小学校 ● ● △

13 北灘西小学校 ● ● △

14 堀江北小学校 ● ● △

15 堀江南小学校 ● ● △

16 板東小学校 ● ● △

17 第一中学校 △ △ △ △

18 第二中学校 ● ● ○ △

19 鳴門中学校 ● ● ● △

20 瀬戸中学校 ● ● ○ △

21 大麻中学校 ● ● ●

No.

学
校
体
育
施
設

設備

区分 施設名
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第３章 計画の基本的な考え方 

１．計画の基本理念 

スポーツ基本法は、前文において「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全

ての人々の権利であり、全ての国民がその自発性の下に、各々の関心、適性等に応じて、

安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、又はスポーツ

を支える活動に参画することのできる機会が確保されなければならない」と、はじめてス

ポーツをすることが国民の権利であると記載しました。 

市においては、この法の理念に基づき、国、県のスポーツ計画等を参考に、市民ニーズを

踏まえた計画を策定するとともに、スポーツの持つ力を最大限に活用し、「スポーツうずま

くまち なると」を計画の基本理念として、国、県、スポーツ団体をはじめとする関係者

との連携と市民の皆さんとの協働によって、その基本理念の実現を図ります。 

 

【基本理念】 

 

 

 

【抜粋】 スポーツ基本法 （平成２３年法律第７８号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前文）  

スポーツは、世界共通の人類の文化である。 

 スポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲

得、自律心その他の精神の涵養等のために個人又は集団で行われる運動競技その他の

身体活動であり、今日、国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営む上

で不可欠のものとなっている。スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全

ての人々の権利であり、全ての国民がその自発性の下に、各々の関心、適性等に応じ

て、安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、又は

スポーツを支える活動に参画することのできる機会が確保されなければならない。 

ス ポ ー ツ う ず ま く ま ち  な る と 
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２．計画の基本目標 

計画の基本理念を実現するために、今後のスポーツ推進の主要な目標を次のとおり掲げ

て、具体的な施策を展開します。 

 

基本目標１ 子供・青少年の体育・スポーツ活動機会の充実 

スポーツは、とりわけ心身の成長の過程にある子供・青少年のスポーツが体力を向上させ、

公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培う等人格の形成に大きな影響を及ぼすものであり、

生涯にわたって健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育む基礎となることから、学校に

おける体育・スポーツ活動や地域のスポーツ活動の支援を行い、様々な種目に触れる機会

を確保し、子供・青少年の健全育成を目指します。 

 

基本目標２ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

年齢、性別、障がいの有無等を問わず、生涯にわたりライフステージに応じたスポーツ活

動に取り組むことは、人間本来の体を動かすという生まれながら持つ欲求に応えるととも

に、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進等、文化的な生活を営む上で不可欠なも

のです。そのため、それぞれのステージに応じたスポーツ活動が行えるように、スポーツ

機会の創出、活動の支援等を通じて、生涯スポーツの推進を図ります。 

 

基本目標３ 市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備 

市民が、スポーツに親しむことができるスポーツ環境を整備することは、各世代の交流の

機会を創出するとともに、地域社会の活性化及び一体感の醸成につながり、地域が抱える

人間関係の希薄化等の課題への対応策の一つとして大変重要なものです。 

そこで、体育協会、総合型地域スポーツクラブ等のスポーツ関連組織をはじめとする関係

者との連携や市民との協働により、地域のスポーツ環境の整備に取組ます。 
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３．スポーツ推進の意義 

スポーツは、トップアスリートが不断の努力により人間の可能性の極限を追求すること

で、多くの人々に誇りや喜び、夢や感動をもたらし、次世代のスポーツ選手の育成につな

がり、地域の競技スポーツの発展に寄与するものです。 

スポーツは、次代を担う青少年の体力を向上させるとともに、他者を尊重しこれと協同す

る精神、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培い、実践的な思考力や判断力を育む等人格

の形成に資するものです。 

「スポーツは、年齢、性別、障がいの有無等を問わず心身の健康の保持増進、精神的な充

足感の獲得、自律心その他の精神の涵養等にも重要な役割を果たすものであることから、

健康で活力に満ちた社会の実現に不可欠なものです。」 

また、「スポーツは、人と人との交流及び地域と地域との交流を促進し、地域の一体感や

活力を醸成するものであり、人間関係の希薄化等の地域課題の解決に寄与する可能性を有

するものです。」 

このように、スポーツが果たす重要な役割に鑑み、スポーツ推進を図ることにより、「ス

ポーツうずまくまち なると」の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

４．計画の位置づけ 

① この計画は、スポーツ基本法第１０条に基づき、市のスポーツ・レクリエーション施策

を推進していくための基本計画として策定しました。 

【抜粋】 スポーツ基本法 （平成２３年法律第７８号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 国が平成２４年３月に策定した「スポーツ基本計画」並びに徳島県が平成２５年３月

に策定した「スポーツ推進計画」の内容を参酌しながら市の実情を踏まえて策定しまし

た。 

【抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地方スポーツ推進計画）  

第十条  都道府県及び市（特別区を含む。以下同じ。）町村の教育委員会（地方

教育行政の組織及び運営に関する法律 （昭和三十一年法律第百六十二号）第二十

四条の二第一項 の条例の定めるところによりその長がスポーツに関する事務（学

校における体育に関する事務を除く。）を管理し、及び執行することとされた地方

公共団体（以下「特定地方公共団体」という。）にあっては、その長）は、スポー

ツ基本計画を参酌して、その地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画（以

下「地方スポーツ推進計画」という。）を定めるよう努めるものとする。  

（国：スポーツ基本計画） 

１０年間を見通したスポーツ推進の基本方針  

①子供のスポーツ機会の充実 

②ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

③住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備 

④国際競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 

⑤オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会の招致・開催等を通じた国際

貢献・交流の推進 

⑥スポーツ界の透明性、公平・公正性の向上 

⑦スポーツ界の好循環の創出 

 

（徳島県：スポーツ推進計画） 

計画の基本理念  

県民の誰もが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しみ、スポーツを

通じて県民の元気を創造する、全国に誇りうる『スポーツ王国とくしまづくり』の

実現 

 

 

 

 

 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%88%ea%96%40%88%ea%98%5a%93%f1&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%5c%8e%6c%8f%f0%82%cc%93%f1%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000002400200000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000002400200000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000002400200000001000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%88%ea%96%40%88%ea%98%5a%93%f1&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%5c%8e%6c%8f%f0%82%cc%93%f1%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000002400200000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000002400200000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000002400200000001000000000000000000
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③「第六次鳴門市総合計画」（平成２４年度策定）、「鳴門市教育振興計画」（平成１８年度

策定）等の行政計画との整合性を図りながら策定しました。 

【抜粋】第六次鳴門市総合計画  

 

 

 

 

 

 

 

【計画の位置づけのイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「市民のスポーツライフに関する実態調査」の結果に基づき、市民のスポーツに対する

ニーズを踏まえて計画を策定しました。 

【抜粋】 

 

 

 

 

将来都市像： 結びあう絆が創る 笑顔と魅力うずまく鳴門 

基 本 政 策： ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり 

政 策： 生きがいあふれるまち なると 

施 策： スポーツ・レクリエーション 生涯スポーツの振興 

       ～みんなが身近にスポーツを楽しめるまち～ 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○調査対象 

鳴門市に在住する 20 代から 70 歳代の各年代 100 名(600 名) 

市内公立校に在籍する小学校 4年生から高校 3年生の児童生徒 900 名 

○調査時期 

平成２４年１２月～平成２５年１月 

 

 

 

スポーツ基本計画【国】
（平成２４年３月策定）

徳島県スポーツ推進計画【県】
（平成２５年３月策定）

【市】
鳴門市総合

計画

鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

鳴門市教育

振興計画等

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
に
関
す
る
実
態
調
査
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（見直し） 

 

５．計画の役割 

① 市民に対して、計画の基本理念、基本目標等を明示することでスポーツへの関心を高め、

スポーツ活動へ積極的な参加を促進するとともに、スポーツを通じてすべての市民等が幸

福で豊かな生活を営むことができる社会の創出を協働して目指す計画とします。 

 

② 体育・スポーツ関係団体に対して、計画の基本理念、基本目標等を明示することで市のス

ポーツ施策に対する理解を深めてもらい、スポーツの推進のための主体的な取組や行政と

の連携を通じて、市民の心身の健康の保持増進等に努めることを目指す計画とします。 

 

③ 国や県に対して、計画の基本理念、基本目標等を明示することで、市のスポーツ施策に対

する理解や事業の推進に対して積極的な支援を求める計画とします。 

 

６．計画の期間 

平成２７年度から平成３６年度までの１０年計画とし、平成３１年度までを前期計画期間、

平成３２年度からを後期計画期間とします。 

毎年度末に計画の進捗状況について、フォローアップを行い、その結果に基づいて効率的

かつ弾力的に計画の推進を図ります。 

 

平成 

27 年度 

（2015） 

 

28 年度 

(2016) 

 

29 年度 

(2017) 

 

30 年度 

(2018) 

 

31 年度 

(2019) 

 

32 年度 

(2020) 

 

33 年度 

(2021) 

 

34 年度 

(2022) 

 

35 年度 

(2023) 

 

36 年度 

(2024) 

 

 

     

 

 

    

 

 

 

   

 

 

 

 

    

          

 

  

前期計画期間 

後期計画期間 

●東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 

●ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 

●ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ 
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第４章 計画の体系 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

(1)スポーツの参加機会の拡充 

 

① 日常的にスポーツに参加することがで

きる機会の提供 

③ 学校体育施設の活用 

② スポーツ大会等の開催（成人） 

④ スポーツボランティアの発掘及び育成 

１．子供・青少年の体育・スポーツ機会の充実 

(1)子供・青少年のスポーツ活

動機会の充実 

(2)学齢期の体育活動機会の充

実 

① 小学校体育連盟による各種体育行事の

開催支援 

②中学校体育連盟による各種体育大会の

支援 

① 子供のスポーツ活動機会の充実 

② スポーツ少年団の活動支援 

③ スポーツ大会等の開催（子供・青少

年） 

ス ポ ー ツ う ず ま く ま ち  な る と 
 

④ スポーツボランティアとの連携 

③ スポーツ指導者の活用 

④ 四国及び全国大会等出場支援 

⑤ 顕彰制度の推進（子供・青少年） 

⑤ 観るスポーツの機会の創出 

⑥ スポーツ情報の発信 
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３．市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備

(2)高齢者のスポーツ活動の支

援 

(3)障がい者のスポーツ活動の

支援 

(4)競技スポーツの支援 

(1)体育協会の活動支援 

(2)スポーツ推進委員の育成・

活動支援 

(3)総合型地域スポーツクラブ

の活動支援 

(5)スポーツ活動における安全

の確保 

(5) 新たなスポーツ施設の整備 

① 介護予防事業との連携 

② 高齢者スポーツの支援 

② 障がい者スポーツ･レクリエーション大会

の支援 

① 学校・社会体育施設の優先使用 

② 国民体育大会及び世界大会等出場支援  

③ 顕彰制度の推進（成人） 

① 体育協会の活動支援 

② 体育協会表彰式の開催 

① スポーツ推進委員の育成・活動支援 

① 総合型地域スポーツクラブの活動支援 

① スポーツ安全講習会等の開催 

① 新たなスポーツ施設整備の検討 

① 障がい者スポーツの支援 

(4) 関連組織との連携 ① 関連組織との連携 
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第５章 スポーツ推進のための具体的な施策 

 

１．子供・青少年の体育・スポーツ機会の充実   

＜現状と課題＞ 

・ 幼児期から遊びを中心とする身体活動を行うことは、多様な動きを身に付けるだけでな

く、将来的なスポーツの取組習慣となり、豊かな人生を送るため必要となることから、保

育園や幼稚園、総合型地域スポーツクラブ等のスポーツ関連組織と連携した取組を進める

ことが求められています。  

 

・ 市と笹川スポーツ財団が共同で実施した「青少年のスポーツライフに関する実態調査」

によると、過去１年間の運動・スポーツの非実施者の割合が、小学生は４．０％、中学生

は９．９％となっており、全国の調査結果（小学生の非実施者の割合が 3.5％、中学生に

ついては 8.6％）と比較しても、やや高くなっています。 

 

・ 少子高齢化の影響により、スポーツ少年団の加入者の減少やスポーツ指導者の確保の難

しさが見られるなど、子供たちのスポーツ機会の減少が懸念されることから、スポーツ活

動への支援が必要となります。 

 

・ 小学校体育連盟や中学校体育連盟が、学校教育の一環として行う体育行事、運動部活動

等は、全国的に運動・スポーツをする青少年とそうでない青少年の二極化が進み、運動習

慣が身についていない青少年が増加しつつある中で、活動の重要性が高まっています。 

 

・ 競技力の向上を図るために、四国や全国大会等に出場する選手を支援したり、優秀な成

績を残した生徒を表彰したりすることが必要となります。 

 

＜基本方針＞ 

幼児期からからスポーツに親しみ、スポーツの楽しさや意義・価値を実感することができ

る機会を創出し、子供たちの将来的なスポーツの取組習慣につなげます。 

また、学校における体育活動やスポーツ活動の継続的な支援を行い、スポーツ機会の充実

を図ります。 
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写真 

写真 

(1)子供・青少年のスポーツ活動機会の充実 

①子供のスポーツ活動機会の充実 【継 続】 

運動遊びなどを通して子供の心身の成長を促し、将来、豊かな人生を送るため、保育

園や幼稚園、体育協会、総合型地域スポーツクラブ、プロスポーツチーム等のスポーツ

関連組織と連携し、幼少期からスポーツに触れる機会を創出します。 

 

②スポーツ少年団の活動支援 【継 続】 

スポーツ少年団の活動支援として、全国大会へ出場する選手の旅費等を負担し、経費

軽減を図ります。 

また、練習や大会等の際に使用する学校体育施設や市の社会体育施設について、優先

的な使用ができるように配慮し、継続的にスポーツ少年団活動に取り組むことができる

よう、活動の支援に努めます。 

 

③スポーツ大会等の開催（子供・青少年）【継 続】 

鳴門クロスカントリー大会やスポーツ少年団を対象とした駅伝競走大会を開催し、子

供・青少年の競技力や体力向上を図ります。 

また、体育協会加盟団体やその他スポーツ団体が開催し、子供・青少年が参加する大

会として、例えばサッカーフェスティバルや徳島駅伝等の支援を行い、スポーツ活動機

会の充実に努めます。 

【参加者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生 中学生 高校生 単位団 小学生

23 357 34 33 15 194

24 303 54 43 18 231

25 266 22 52 16 179

年度
スポーツ少年団駅伝競走大会鳴門クロスカントリー大会
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④スポーツボランティアとの連携 【拡 充】 

スポーツ少年団や体育協会、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員等と連携

し、日常的なスポーツ指導や大会運営等、スポーツを支えるボランティアスタッフの発

掘・育成し、子供・青少年のスポーツ活動の充実を図ります。 

 

 (2) 学齢期の体育活動機会の充実 

①小学校体育連盟による各種体育行事の開催支援 【継 続】 

小学校体育連盟による体育活動を推進するため、陸上運動記録会、体操発表会や水泳

教室等の各種体育行事の開催等の支援を行い、活動機会の充実に努めます。 

 

②中学校体育連盟による各種体育大会の支援 【継 続】 

中学校体育連盟による体育活動を推進するため、市中学校総合体育大会、陸上競技大

会、軟式野球春季選手権大会等の開催支援を行い、活動機会の充実に努めます。 

  

③スポーツ指導者の活用 【継 続】 

小学校・中学校の体育、部活動において、専門的な知識及び技術に基づき、安全で円滑

な指導が行われるよう、体育協会、総合型地域スポーツクラブと連携し、地域のスポー

ツ指導者の学校教育現場での活用を図ります。 

また、専門性を有するスポーツ指導者を育成し、指導体制の充実に努めます。 

 

④四国及び全国大会等出場支援 【継 続】 

中学生の競技力向上の支援策として、四国大会、全国大会や国民体育大会へ出場する

選手の旅費等を負担し、経費軽減を図ります。 

 

⑤顕彰制度の推進（子供・青少年） 【継 続】 

県記録の樹立や四国大会、全国大会等で優秀な成績を残した小中高校生について、鳴

門市教育委員会表彰、鳴門市体育協会表彰、鳴門市スポーツ少年団表彰等の機会において

表彰し、スポーツに対する意欲を高めます。 

【表彰者数】 

 

 

 

 

 

 

鳴門市スポーツ少年団表彰

小学生 中学生 小学生 中学生 高校生 小学生

23 3 2 48 3 18 32

24 7 0 46 1 14 2

25 2 4 28 6 14 4

鳴門市教育委員会表彰 鳴門市体育協会表彰（優秀者・奨励者）
年度
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２．ライフステージに応じたスポーツ活動の推進  

＜現状と課題＞ 

・ 市と笹川スポーツ財団が共同で実施した「市民のスポーツライフに関する実態調査」の結

果によると、週１日以上のスポーツ実施割合が、市の成人男性は、４４．６％、成人女性は、

３０．６％となっており、成人男性・女性ともに、国の目標値に近づけるためには、市民の

スポーツニーズに対応した施策が必要となります。 

 

 

 

・ 今後行いたい運動・スポーツ種目について見ると、男性は「水泳」、女性は「ヨーガ」や「卓

球」の実施希望者が多くなっていることから、特に、成人女性のスポーツ実施の割合を高め

るためにも、ニーズに対応した取組が必要となります。 

 

・ 内閣府の世論調査によると、世代別の運動・スポーツを行わなかった理由をとしては、「仕

事（家事・育児）が忙しくて時間がない」が２０～６０歳代で最も多く挙げられ、７０歳以

上では「体が弱いから」、「年をとったから」等の理由が大きな割合を占めており、運動・ス

ポーツを行う際の阻害要因は世代によって異なっていることから、各世代の市民が年齢、性

別、障がいの有無等を問わずスポーツ活動に取り組むことができる環境の整備が求められて

います。 

 

・ スポーツ大会等の開催については、スポーツ未実施者やスポーツが苦手な人に対するス

ポーツへの参加のきっかけづくりとなることや、スポーツを身近に親しみ、交流を広げる

場となることから、幅広い世代の人々が参加できる大会等の開催が期待されています。 

 

・ 学校体育施設の開放について見ると、男性・女性ともに６割の市民が開放を知らないと回

答しており、新たな社会体育施設の整備が難しい状況の中で、学校体育施設を効率的に活用

して、施設の不足に応える必要があります。 

その一方で、学校体育施設の開放に伴う光熱水費や施設使用料等の受益者負担、また、学

校体育施設の運営等の課題もあることから、教育委員会・学校・地域社会が共同して担って

いくことが求められています。 

 

・ スポーツボランティアは、地域のスポーツクラブ等の日常的な運営や指導を支えたり、地

域のスポーツ大会等の運営を支えるなどしており、スポーツ推進のために一層の活躍が期待

されています。 

また、スポーツボランティアの実施状況と実施希望について見ると、男性の実施割合（１

２．３％）・希望割合（２０．３％）と、女性の実施割合（６．６％）・希望割合（１４．２％）

【国のスポーツ基本計画の目標値】 

○成人の週１回以上の実施頻度 65％程度 ○成人の週 3回以上の実施頻度 30％程度 
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は、笹川スポーツ財団の全国調査の結果より高く、スポーツを「支える」ニーズがあること

から、スポーツ推進のため、スポーツボランティアの活動を促進することが望まれています。 

 

・ スポーツは、「する」だけではなく、「観る」ことで、スポーツへの関心や理解を深めた

り、スポーツをするきっかけとなったりするなど、重要な役割を有することから、トップ

レベルの競技大会やプロスポーツの観戦を促進することが期待されています。 

 

・ 急速に高齢化が進行し、市民の４人に１人が高齢者という超高齢社会を迎える中で、運動・

スポーツを活用した健康づくりや体力づくりを進める必要があります。 

 

・ スポーツ基本法の規定において、スポーツは、障害者が自主的かつ積極的にスポーツを行

うことができるよう、障害の種類や程度に応じ必要な配慮をしつつ推進することが求めら

れています。 

 

・ 競技力の向上を図るために、限られた施設を効率的に使用して、日々の練習等が行える環

境を整備することや、世界レベルの大会等に出場する選手を支援したり、優秀な成績を残

した選手等を表彰したりすることが必要となります。 

 

・ スポーツ活動における安全の確保は、日常的にスポーツに親しむために不可欠であること

から、指導者やスポーツボランティアが必要な知識・技術を習得することが必要となりま

す。 

 

＜基本方針＞ 

生涯スポーツ社会の実現を図っていくため全ての市民が「その自発性の下に、各々の関心、

適性等に応じて、安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、

又はスポーツを支える活動に参画することのできる機会」の確保を図ります。 

また、市においては、法の趣旨や基本計画を踏まえて、国の示す目標値を目指すためにも、

各世代のスポーツにおける現状とニーズを把握するとともに、それに応えた施策を検討し、

スポーツ活動の向上に向けた取組を進めます。 
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写真 

写真 

(1) スポーツの参加機会の拡充 

①日常的にスポーツに参加することができる機会の提供 【拡 充】 

成人の世代が日常的にスポーツに参加することができるように、体育協会加盟団体及

び総合型地域スポーツクラブと連携することで、市民のスポーツニーズに対応した多種

目のスポーツを提供し、スポーツの参加機会の拡充を図ります。 

 

②スポーツ大会等の開催（成人） 【拡 充】 

スポーツへの興味や関心を高めたり、スポーツをするきっかけ等として、子供から高

齢者までの幅広い世代を対象とした、鳴門クロスカントリー大会や世界的なスポーツ

イベントであるチャレンジデーを開催します。 

【参加者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学校体育施設の活用 【拡 充】 

社会体育施設の不足を補うため、小中学校の学校体育施設を開放し、市民に身近なス

ポーツの場を確保します。 

また、学校体育施設を有効に活用するため、利用者のニーズに応じた施設の改修等も

検討します。 

学校体育施設開放の運営等については、学校と地域が施設を共同利用するという視点

から、教育委員会・学校・地域社会が運営委員会等を組織して、学校の負担に配慮しな

がら運営する手法を検討します。 

さらに、学校体育施設の安全かつ継続的な使用のため、光熱水費や施設使用料等の受

益者負担について検討します。 

鳴門クロスカントリー大会

参加者数（小中高校生除く） 参加者数 イベント数 参加率

23 150 35,176 25 56.3%

24 108 38,212 37 61.7%

25 83 22,845 39 36.9%

年度
鳴門市チャレンジデー
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④スポーツボランティアの発掘及び育成 【拡 充】 

地域スポーツを推進するため、体育協会や総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年

団、スポーツ推進委員等と連携し、スポーツの指導や大会の運営、スポーツ団体の運営等

に関わるスポーツボランティアの拡充に努めます。 

また、新たなボランティアの確保にあたっては、子育ての負担が軽くなる年代の女性

や、定年退職した高齢者に積極的に働きかけ、スポーツボランティアへの参画を促します。 

 

⑤ 観るスポーツの機会の創出 【継 続】 

トップレベルの競技者の高度なパフォーマンスを直接観戦することは、スポーツに参

加するきっかけやスポーツに打ち込む意欲を高めることから、地元にあるプロスポーツ

チームと連携し、市民のスポーツ観戦を促進します。 

 

⑥スポーツ情報の発信 【拡 充】 

いつ、どこで、どのようなスポーツが市内で開催されているのか、市公式ウェブサイト

や広報紙、マスコミ等を活用して効果的に情報発信することで、より多くの市民にスポ

ーツに関する情報を伝え、スポーツに参加することを促します。  

 

(2) 高齢者のスポーツ活動の支援 

①介護予防事業との連携 【継 続】 

介護予防には、日頃の体力・健康づくりが重要であることから、高齢者を対象とした、

介護予防教室が定期的に開催できるように施設を確保し、関係課や総合型地域スポーツ

クラブ等と連携しながら開催し、健康増進等を図ります。 

 

②高齢者スポーツの支援 【拡 充】 

急速に高齢化が進行し、市民の４人に１人が高齢者という超高齢社会を迎えるなかで、

運動・スポーツを活用した健康づくりを進める必要があるため、これまで運動・スポー

ツをする機会が少なかった高齢者が気軽に始めることができる多様なスポーツの場の

拡充を図ります。 

     

(3) 障がい者のスポーツ活動の支援 

①障がい者スポーツの支援 【拡 充】 

障がいのある人が、障害の種類や程度に応じてスポーツを楽しめるよう、体育協会や

総合型地域スポーツクラブ等と連携しながら、参加機会の拡充に努めます。 

また、障がい者が、より気軽に、スポーツ活動に参加できるよう、スポーツ施設の整

備・改善に努めます。 
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②障がい者スポーツ・レクリエーション大会の支援 【継 続】 

障がい者の健康増進や社会参加等を図るため、関係課・団体と連携しながら、障がい

者の特性に配慮したスポーツ・レクリエーション大会を開催します。 

 

(4) 競技スポーツの支援 

①学校・社会体育施設の優先使用 【継 続】 

地域スポーツの推進を目的とする体育協会や総合型地域スポーツクラブ等の日々の活

動を支援し、スポーツの裾野を拡大することが競技力の向上につながることから、練習

や大会等が継続的に行えるように施設の優先使用に配慮します。 

 

②国民体育大会や世界大会等出場支援 【継 続】 

全国・世界レベルの大会へ出場する選手が、トップレベルの選手間との試合を通じて、

競技力の向上を図り、さらなる活躍につながるように、大会へ出場する選手の旅費等を

負担し、経費軽減を図ります。 

【支援者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③顕彰制度の推進（成人） 【継 続】 

全国大会、世界大会等で優秀な成績を残した選手等について、鳴門市教育委員会表彰、

体育協会表彰等の機会において表彰し、選手等のスポーツに対する意欲を高めます。 

 

(5) スポーツ活動における安全の確保 

①スポーツ安全講習会等の開催 【拡 充】 

スポーツ活動中の安全確保を図るため、指導者・審判等のスポーツ関係者を対象に、

専門家を招いた熱中症対策、スポーツ事故対策、ＡＥＤ講習会等を開催し、不足の事態

に備えます。 

 

 

 

 

国民体育大会 その他 オリンピック その他の国際大会

23 19 30 ― 2

24 19 16 1 1

25 23 8 ― 1

年度
全国大会 世界大会
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３．市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備   

＜現状と課題＞ 

・ 市民が主体的に参画する地域スポーツ環境を整備する上で、体育協会や総合型地域スポ

ーツクラブ、スポーツ推進委員のスポーツ関連組織と連携し、取組を進めることが必要と

なります。 

 

・ 体育協会は、市における体育の振興や市民の心身の健全な発達を目的としているが、これ

までは、主に加盟団体に対する活動支援となっていたことから、すべての市民を対象とし

たスポーツ活動が求められています。 

 

・ スポーツ推進委員は、スポーツ基本法に基づき委嘱しており、実技指導やスポーツ事業の

運営については、実施されているものの、地域住民のニーズを踏まえたスポーツのコーデ

ィネーターについては、十分でない面も見られるため、資質向上を図ることが求められて

います。 

 

・ 総合型地域スポーツクラブは、地域の人々に年齢、興味・関心、技術・技能レベル等に応

じた様々なスポーツ機会を提供する、多種目、多世代、多志向のスポーツクラブであるが、

市民の認知状況（「よく知っている」・「知っている」の合計）については、男性が９．７％、

女性が１５．２％と低くなっています。 

 

・ 社会体育施設は、老朽化が進行しており、将来的な市民のスポーツの場を確保するため、

スポーツニーズに応えるような施設の整備等について検討することが望まれています。 

 

＜基本方針＞ 

市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境を整備することは、各世代の交流の機会を

創出するとともに、地域の一体感や活力の醸成につながり、地域が抱える人間関係の希薄

化等の課題への対応策の一つとして重要な意義を有するものです。そこで、地域のスポー

ツの担い手である、体育協会や総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員会等のスポ

ーツ関連組織と連携し、スポーツ環境の整備に向けた取組を進めます。 
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写真 

写真 

 (1) 体育協会の活動支援  

①体育協会の活動支援 【拡 充】 

体育協会と連携し、市民の主体的なスポーツ活動を支援することで、心身の健康保持

増進に努めます。 

また、体育協会加盟団体への財政支援については、支援目的を明確にすることで、団

体の普及活動や競技力向上の取組の促進を図ります。 

 

②体育協会表彰式の開催 【継 続】 

優秀な成績を残した選手、指導者、体育・スポーツの普及・発展に貢献した者の功績を

称えることで、スポーツに対する関心を高め、競技力の向上を図るとともに、体育・ス

ポーツの普及・発展につなげることを目的に、毎年１２月に体育協会表彰式を開催しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

功労者表彰 優秀者表彰 奨励者表彰 優秀者特別表彰

23 5 15 2 0

24 4 10 6 3

25 4 22 1 0

年度
鳴門市体育協会表彰
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(2) スポーツ推進委員の育成・活動支援 

①スポーツ推進委員の育成・活動支援 【拡 充】 

全国・四国研修会等へスポーツ推進委員を派遣し、専門的な知識や技術の習得を支援

します。 

また、総合型地域スポーツクラブの創設や運営への参画、スポーツ活動全般にわたる

コーディネート等を促し、スポーツ推進委員の育成と活動の場の充実に努めます 

 

(3) 総合型地域スポーツクラブの活動支援 

①総合型地域スポーツクラブの活動支援 【拡 充】 

総合型地域スポーツクラブの活性化のため、定期的にスポーツプログラムが実施でき

るよう、施設の優先的な使用に配慮し、誰もが気軽にスポーツを実施できる環境の整備

に努めます。 

また、市広報紙や公式ウェブサイト等を活用し、総合型地域スポーツクラブの認知度

向上を図ります。 

さらに、総合型地域スポーツクラブの持続的な運営が可能となるように、支援のあり

方について検討します。 

 

(4) 関連組織との連携 

①関連組織との連携 【拡 充】 

市民が質の高いスポーツ活動を実施できるよう、体育協会、総合型地域スポーツクラ

ブ、地元プロスポーツチーム等のスポーツ関連組織に、行政との連携を促し、スポーツ

参加機会の創出、活動場所・指導者の確保等を支援します。 

また、教育や福祉、観光等の機関との連携を図り、誰もがスポーツに参加できる環境の

整備、スポーツを通じた市の活性化を目指します。 

 

(5) 新たなスポーツ施設の整備  

①新たなスポーツ施設整備の検討 【検 討】 

既存施設の老朽化の現状を踏まえて、市民のスポーツの場が将来にわたって確保され、

多様なスポーツニーズに応えられるよう、施設の整備について検討します。 
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